
参加者からの質問・意見等 
 

 厚木市しあわせクラブ連合会から、「会員の増強」「一層の組織活

性化のための補助金の充実」「財政の健全化・安定化」「市複合施設

建設に伴う寿荘機能維持の充実」「各老人憩の家の立地・使い勝手の

改善」など、課題や要望についての現状の説明を受けた後、意見交

換を行った。主なやりとりの概要は以下のとおりである。 

 

（1）一層の組織活性化のための補助金の充実について 

 補助金の要望にあたっては、前年の実績を精査しコスト意識をもって案を作

成している。令和６年度はウォーキング大会とゴルフ大会の費用の一部を要望

した。令和５年度は４年ぶりの研修を若干の補助をして実施したところ、大型

バス３台が満杯となるなど、盛大に実施することができた。研修は多くの会員

が参加できる事業であり、老人クラブの本旨を全うするにふさわしい事業と言

えることから、令和７年度以降は研修費用の一部補助を要望したい。また、令

和６年新春の集いは物価高騰の影響により、相当の費用を要する状況である。

関係団体の長との交流の場として意義ある事業であるため、今後もこうした状

況が続く場合、費用の一部を要望したい。以上を踏まえ、市からの補助の拡大

を要望する。 

 

（2）市複合施設建設に伴う寿荘機能維持の充実について 

 次のとおり、令和４年度の市政に対する要望を提起しており、議会にも情報

提供しておきたい。 

① 当連合会事務所の使い勝手を一層向上するためのレイアウト 

② 小中大規模会議のための借用会議室の確保 

③ 高齢者の居場所・健康寿命の延伸等に資する施設の確保 

 今の寿荘はいずれ撤去になるという話を聞いているが、どこかに移る場合に

はできるだけこういう要素を取り入れた施設にしていただきたい。 

 市庁舎の移転に伴い、市が令和５年度に実施した寿荘の移転に関する利用者

アンケート調査では、「移転に伴い、コストの低減及び施設の効率化から、特

定の団体のみが使用する設備など、防音設備、電気釜、和室を設置しないこと

についてどのように思いますか」等の設問があり、老人クラブ内でも非常に残

念がる声が聞かれた。生きがいづくりの点からも、市民グループの活動は大切

であり、特定の設備は当連合会陶芸愛好会として必要不可欠なことから、継続

設置を要望した。 
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（3）各老人憩の家の立地・使い勝手の改善について 

 地区によっては高齢者にとって徒歩では困難な立地の悪い場所にあり、家族

に連れて行ってもらわないと行けないといった実態がある。また、設備の不具

合やトイレが衛生的でないとの情報が寄せられている。意見聴取、実態把握を

行い、改善の手立てを講じていただきたい。 

 

（4）その他（意見交換） 

ア 会員増強について 

【老連】・地域により３分の１まで減っているところもある。小鮎地区は単位 

クラブが８つで約 350名。昨年から公民館で月に１回、役員会の記録 

を配布しているが、反響無し。４人の自治会長が会員になった。自治 

会とのかかわりが問われる。自治会を通してレク等の PRできればうれ 

しい。 

・恩名は７地区あるが、浅間山は会長が続けて亡くなり休止状態。チ 

ラシを回覧しても見てもらえない。誘っても、「まだそんな年じゃない」

「80歳になったら」などと言われる。昔と価値観が変わっている。 

・いかに入ってもらうか、動機付けが必要。特効薬は無い。 

 ―【議員】私は 63歳の若年高齢者だが、我々の年代にはアプローチしてい

ないとのことだ。そろそろ声がかかるかと思っているが、誘われな

い。同級生が入りだしたら、ごそっと入るかも。 

【老連】・子ども会や健全育成会で人を見つけて誘ったらうまくいくのでは。 

・役員の個性あるかも。個別に誘うのがスタンダード。広報やポスタ 

ーを作ったりしている。 

・私は、しあわせクラブには全く興味がなかった。63、64歳で企業を 

卒業して、妻と２人で入った。２年後、会長が病気になり自分が会長 

になった。きっかけが必要なのかもしれない。30人だった会員が現在 

は 53人になっている。直接交流するのは楽しい。 

 

イ 災害時の避難所について 

【老連】避難所はいろいろあるが、玉川小学校は崖だが大丈夫か。ハザードマ

ップに川が氾濫する場所と載っている。 

―【議員】・玉川小学校は昨年５月、県からイエローゾーンと指定された。 

     他の地区にも危険な箇所はあるが、県が玉川小学校を最優先で工 

事を進めることになっている。 

・相川小学校は相模川に隣接していて、川が氾濫すれば渦を巻く場

所。地震は大丈夫だが、水害は危ない。テレコムなど民間と話して



避難所として使えるようにしている。議会が協力する。 

・南毛利は広く小中学校が避難場所になっている。愛名地区の避難

先は毛利台小だが、坂がきつくて高齢者の避難は困難だ。県と調整

し、愛名やまゆり園が避難場所として使えるようになった。民間を

活用できることもある。新たな場所を見つけたい。 

 

 ウ 行事参加に伴う交通手段について 

【老連】・昔は文化会館の演芸会には、車で乗り合わせて行った。しかし、高

齢者の事故もある。交通手段を教えていただけないか。足の問題を考え

ていただきたい。 

・グラウンドゴルフに参加者を連れて行くのが大変だ。タクシーサー

ビス券が使えるといい。そういうものはできないか。 

―【議員】タクシー券が年に 48枚になるので、乗り合わせて活用できる。こ 

れからも皆さんが生きがいをもって楽しんで活動できるようつながっ 

ていきたい。 

 

エ 老連から報告会感想 

・ 市はいろいろ広報している。反省しながら聞いていた。知ろうとしないで

いた。「あれ知らなかった」とよく言う人がいるけど、知らなかったではな

くて、やっぱり知るようにしないといけないのではないかと思う。今日の

話も最近、広報に載っていた。 


